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Visual Studio 2005 の使用法
コンソールプログラムの作成方法と実行
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１）起動すると・・・ 3

２）「プロジェクト」を作成

３）「Win32 コンソールアップリケーション」を作成 4

４）プログラム作成準備完了：この画面が開く・・・ 5

５）「表示」－「ソリューションエクスプローラ」を表示して少

し使いやすくする 6

６）「ビルド」を実行する 7

７）「ビルド」の様子が、下部に表示される 8

８）エラーがあると・・・下部に表示される

９）エラーが無ければ、作成プログラムを実行する 9

１０）終了するには「ファイル」ー「終了」 10

----------------------------------------------

１１）作ったプログラムから始める 11

１２）新しいプログラムを追加する 12
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１）起動すると・・・

２）「プロジェクト」を作成

「ファイル」－「新しいプロジェクト」
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３）「Win32 コンソールアップリケーション」を作成

そのまま「次へ」

z:¥

2箇所を repo1に
OK をクリック
して次へに
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「完了」！！！

４）プログラム作成準備完了：この画面が開く・・・

「repo1.cpp」のままでよい。講義録は「repo1.c」で解説されている。

repo1.cpp

_tmain
のままでよい

mainと同値で
ある

”stdafx.h”は変更
しないこと
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５）「表示」－「ソリューションエクスプローラ」を表
示して少し使いやすくする

右側にファイルのリストが現れる

C 言語の「キーワード」は「青い文字」になっている。

ここに
プログラム
を書いていく
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６）「ビルド」を実行する

2 通り紹介する

「ビルド」－
「repo1 のビルド」

「repo1」をクリッ
クし反転選択、後
に、右クリックし
現れるメニュー
「ビルド」
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７）「ビルド」の様子が、下部に表示される

８）エラーがあると・・・下部に表示される

ダブルクリック
すると、エラー
発生箇所にジャ

ンプ
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まだエラーがあるときは・・・

９）エラーが無ければ、作成プログラムを実行する

「右クリックし現
れるメニュー「次

のエラー」

こちらを選ぶ
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１０）終了するには「ファイル」ー「終了」

「保存」してないと、メッセージが現れる

「はい」を選ぶ
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１１）作成したから始める

フォルダから直接

「ファイル」－「プロジェクトを開く」から

フォルダにある
repo1.sln

を見つけて、ダ
ブルクリック

メニューからフォルダにある
repo1.sln

を見つけて、ダブルクリック
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１２）新しいプログラムを追加する

「Win32 コンソールアップリケーション」を作成

ソリューションに追加

z:¥

repo2 に
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右側の「ソリューションエクスプローラ」に

repo2
が追加される


